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  3-2 軸心高さの調整は中間軸受下部本体にジャッキボルトを４本又は、２本取り付けて行ないます。 

 3-3 中間軸受の左右舷方向の位置決定は、ホワイトメタルと中間軸との隙間が一定になるようにします。 

 3-4 ⑭オイルカットリングを図面指示位置にセットしスプリングでジャーナル軸上に固定します。 

 3-5 下部本体の合せ面に液状パッキンを塗付します(反乾性、耐油性のあるものを使用下さい)。 

   その際、液状パッキンが合せ面から滲み出ない用にして下さい。 

  3-6 上部本体を①下部本体に乗せて、リーマボルトを打ち込みボルトで本締めします。 

 3-7 ⑩サイドカバーは、内径と中間軸との隙間が均一である事を確認してから中間軸受に本締めします。 

  3-8 チョックライナーの厚さは、現場実測の上、本加工します。 

  3-9 軸受の位置決め終了後、ノックピンを打ち込みます。据付用にリーマボルトを用いる場合は、現場でリ

ーマー通し後にボルトのリーマー部を本仕上げして取り付けます。 

  3-10 潤滑油管の配管取り付けを行ないます。 

 3-11 中間軸受に温度計を装備します。 

  3-12 以上で中間軸受の据え付けが完了しましたので、軸系のターニングができます。但しターニングに先

立ち、必ず注油して下さい。 

 

４．配 管 

 4-1 通常主機関用ポンプから分岐する給油ラインを設けますが、その場合軸受への給油圧力（軸回転時）を

 0.15～0.30MPaに調整して下さい。 

 4-2 圧力の調整は給油配管途中のバルブ又は配管内にオリフィスを設け、⑩サイドカバーから油漏れが無い

ことを確認しながら給油量を調整して下さい。 

 4-3 油の回収ラインは軸受出口の口径と同一か又は、大口径にしてください。 

  4-4 油の回収のラインにエアー抜きを設けることも軸受の油漏れ防止の点から有効であると考えます。 

 

５．潤滑油 

潤滑油の銘柄は、主機械用システム油と同じもので差し支えありません。潤滑油の粘度は         

ISO-VG 100/150 及びSAE 30/40を標準とします。潤滑油が汚れた場合は、適宜取り替えますが、通常3000時間

毎に取り替えてください。油の入れすぎは軸回転中⑬サイドカバ－からの油洩れの原因となります。 
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６．給油圧力の設定                                   

中間軸受の給油圧力は軸回転中にニードル弁等を操作して 0.15～0.30MPaにして下さい。この値（0.15

～0.30MPa）は、軸受内の潤滑状態及び軸受からの油漏れ防止等を考慮して決められた値です。しかしな

がら、軸受内の潤滑条件や冷却効果を考えると当然ながら給油量は多いほど良いが、給油量を多くすると

軸受内圧も高くなり、軸受から油が漏れ易くなります。よって、軸受内圧力を高くし、給油量を増やす時

は油漏れに十分注意しながら調整して下さい。 
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７．運行時の注意事項 

 7-1 軸受の温度 

   航海中での温度計指示は、気温によって異なりますが、30～60℃程度です。もし、60℃以上に上昇した

場合には、潤滑油の油切れが考えられますので軸受メタルの点検を行って下さい。 

 7-2 軸受のサイトグラスについて 

サイトグラスを取り付けた配管上にあるコックは通常、閉として使用して下さい。したがって、油の流

れを確認する時のみコックを開として下さい。 

 7-3 その他 

１）軸系のターニングを行う場合にも、潤滑油ラインに必ず注油して下さい。 

２）油が⑩サイドカバーと軸の隙間を通り抜けて軸受けの尾側から油が洩れる場合次の事が考えられます。 

ａ）給油量が多すぎる。 → 給油圧を下げて油量を調整する。（この時軸受温度に注意して下さい） 

ｂ）オイルミストが確認される場合。 → リターンラインにエアベントを装備 

                      リターンラインにU字管を装備 

                      リターンラインの先端をサンプタンク油面より下にする 

ｃ）⑭オイルカットリングの位置が図面指示と異なる。 

→⑭オイルカットリングの位置を図面指示に従って修正下さい。 

また漏洩が続く場合には、下図に示すように⑩サイドカバーと軸受本体に厚めのパッキン等を挟み⑩

サイドカバーと軸受のスペースを広くし、⑭オイルカットリングをサイドカバーの方へずらして取り

付けることが有効です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

表
１

. 
中
間
軸
受
の
異
常
事
態
と
対
策

 

 
（
強
制
潤
滑
式
）

 

対
 
策
 
・
 
処
 
置

 

・
給
油
量
を
下
げ
、
給
油
圧
力
を
下
げ
る
。

 

・
中
間
軸
受
か
ら
の
出
口
配
管
上
に
バ
ル
ブ
が
あ
る
場
合
、
開
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

・
オ
イ
ル
カ
ッ
ト
リ
ン
グ
を
図
面
に
示
さ
れ
た
正
規
の
位
置
に
移
動

さ
せ
る
。

 

・
リ
タ
ー
ン
ラ
イ
ン
に
エ
ア
ベ
ン
ト
か

U
字
管
を
装
備

 

・
リ
タ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
先
端
を
サ
ン
プ
タ
ン
ク
油
面
よ
り
下
に
す
る

 

・
入
り
口
配
管
上
の
バ
ル
ブ
を
調
整
し
て
、
適
正
な
圧
力
に
す
る
。

 

・
上
下
部
の
フ
ラ
ン
ジ
の
ボ
ル
ト
を
締
め
る
。

 

・
上
部
本
体
を
外
し
、
清
掃
す
る
。

 

・
座
面
に
シ
ー
ル
材
を
塗
布
し
再
組
み
立
て
後
、
使
用
す
る
。

 

・
温
度
セ
ン
サ
ー
の
確
認
。

 

・
軸
受
温
度
が
急
激
に
上
昇
せ
ず
、

6
0
℃
以
下
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
。

温
度
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
よ
う
な
ら
、
入
口
配
管
上
の
バ
ル
ブ
を
調

整
し
、
給
油
量
を
少
し
増
や
す
。

 

・
造
船
所
に
て
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
確
認
し
、
悪
い
場
合
に
は
ア
ラ
イ
メ
ン

ト
を
修
正
す
る
。

 

考
 
え
 
ら
 
れ
 
る
 
原
 
因

 

・
供
給
油
量
が
多
く
、
給
油
圧
力
が
高
い
。

 

・
出
口
配
管
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

 

 ・
オ
イ
ル
カ
ッ
ト
リ
ン
グ
が
正
規
の
位
置
に
無
い
。

 

 ・
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
の
発
生
。

 

・
給
油
圧
力
が
高
い
。

 

・
上
下
部
の
フ
ラ
ン
ジ
の
ボ
ル
ト
の
緩
み
。

 

・
ゴ
ミ
噛
み

 

・
フ
ラ
ン
ジ
部
の
座
面
不
良

 

 ・
温
度
セ
ン
サ
ー
の
不
良

 

・
給
油
量
不
足

 

  ・
何
ら
か
の
影
響
に
拠
る
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
変
化
。

 

 

異
 
常
 
例

 

サ
イ
ド
カ
バ
ー
よ
り
油
が
漏

れ
る
。

 

本
体
上
下
部
合
わ
せ
面
よ
り

油
が
漏
れ
る
。

 

軸
受
部
の
温
度
上
昇

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＡＲＴＳ ＬＩＳＴ 

ＩＴＥＭ ＤＥＳＣＲＩＰＴＩＯＮ 

 １ ＬＯＷＥＲ ＢＯＤＹ 

 ２ ＵＰＰＥＲ ＢＯＤＹ 

 ３ ＬＯＷＥＲ ＢＥＡＲＩＮＧ 

 ４ ＵＰＰＥＲ ＢＥＡＲＩＮＧ 

１０ ＳＩＤＥ ＣＯＶＥＲ 

１４ ＯＩＬ ＣＵＴ ＲＩＮＧ 
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